
令和３年度
第４０回全国中学生人権作文コンテスト神奈川県大会

中学生人権作文募集のしおり
応募締切 令和３年９月 上旬 ※市町村により異なります。

主催　 横浜地方法務局　神奈川県人権擁護委員連合会

後援　 神奈川県教育委員会

お問い合わせ先
　　横浜地方法務局 人権擁護課  横浜市中区北仲通５－５７

湘  南  支  局  藤沢市辻堂神台２－２－３
川  崎  支  局  川崎市川崎区宮前町１２－１１
横須賀支局  横須賀市新港町１－8
西湘二宮支局  中郡二宮町二宮１２４０－１
厚  木  支  局  厚木市寿町３－５－１
相模原支局  相模原市中央区富士見６－１０－１０

☎      ０４５－６４１－７９２６
☎      ０４６６－３５－４６２０
☎      ０４４－２４４－４１６６
☎      ０４６－８２５－６５１１
☎      ０４６３－７０－１１０２
☎      ０４６－２２４－３１６３
☎      ０４２－７５３－２１１０

※上記の横浜地方法務局人権擁護課及び支局では、いじめ、虐待、差別など、人権についての様々な相談に応じています。
秘密は固く守られますのでお気軽にどうぞ。

０５７０－００３－１１０
０１２０－００７－１１０
０５７０－０７０－８１０

みんなの人権１１０番

子どもの人権１１０番

女性の人権ホットライン

人権イメージキャラクター
人ＫＥＮまもる君

人ＫＥＮ
あゆみちゃん

みんなで築こう 人権の世紀
考えよう 相手の気持ち

未来へつなげよう 違いを認め合う心

ゼロゼロみんなのひゃくとおばん

ぜろぜろななのひゃくとおばん

ゼロナナゼロのハートライン（通話料無料）

インターネット人権相談受付窓口

◆人権啓発デジタルコンテンツ

https://www.jinken.go.jp/

http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken04-00041.html

インターネット人権相談 検索

人権啓発デジタルコンテンツ 検索 ◆人権ライブラリー

https://www.jinken-library.jp/

人権ライブラリー 検索



募　集　要　領
〈目　　　的〉 次代を担う中学生の皆さんが、人権尊重の重要性、必要性について理解を深め、

豊かな人権感覚を身に付けることを目的としています。

〈内　　　容〉 日常の家庭生活や学校生活、ボランティア活動など地域社会との関わりの中で

得た体験を通じ、基本的人権を守る重要性や必要性について考えたことなどを

題材にしてください。

◎例えば、友だち同士での対話、家庭でのできごと、高齢者との関わり、いろい

ろな差別（同和問題、障害者や外国人に対するものなど）に接したこと、平和

問題や環境問題について体感したこと、など。

〈題名と枚数〉 作品には、題名、学校名、学年、氏名（ふりがな）を明記してください。

題名は自由です。

応募枚数は、題名、学校名、学年及び氏名を除き、４００字詰原稿用紙５枚以内

としてください。

外国語や点字・録音テープで作文を作成した場合には、それぞれ４００字詰原

稿用紙５枚以内の翻訳文、墨字又は反訳文を付してください。

なお、いずれの場合も５枚を超えた作品は、審査の対象となりません。

〈締　　　切〉 令和３年 ９月上旬

〈入 賞 発 表〉 令和３年１０月１９日（火）
〈　　賞　　〉最優秀賞　　５編（応募数によって増減します。）

優 秀 賞　１４編（応募数によって増減します。）

金　　賞　１４編

銀　　賞　１４編

審査員特別賞（優秀賞受賞作品の中から選定されます。）

　神奈川県教育長賞 １編

　神奈川新聞社賞 １編

　ＮＨＫ横浜放送局長賞 １編

　ｔｖｋ賞 １編

　ラジオ日本賞　　　　　　　　　　　　１編

以上の入賞者には表彰状及び副賞が授与されます。

なお、最優秀賞受賞作品は、神奈川県大会の代表作品として中央大会

(法務省・全国人権擁護委員連合会主催）に推薦します。

〈参　加　賞〉 参加者全員に記念品を贈呈します。

〈注 意 事 項〉 １ 応募作品は未発表のものに限ります。

２ 応募作品の著作権は、主催者に帰属するものとします。

３ 応募作品は原則として返却しません。

４ 入賞作品については、横浜地方法務局のホームページ、報道機関、作品集、

　 地方自治体等の広報誌等に公表することを予定していますので、不都合が

　 ある場合はあらかじめお申し出ください。公表にあたっては、作品の趣旨

　 を損なわない範囲で一部修正することがあります。

※ 応募締切日及び提出先は市町村により異なります。

    最寄りの表面【問い合わせ先】までお尋ねください。




